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議会がしっかりチェックします！
さいたま市の新年度予算
市民の税金はどう使われる？ 新年度予算をめぐる
市と市議会の動きをわかりやすく紹介します。



SDGs（持続可能な開発目標）… すべての先進国と発展途上国で取り組む、国連で採択された17の国際目標。
スマートシティ… 先端技術を活用し、都市の機能やサービスを効率化・高度化し、新たな価値を創出すること。
DX（デジタルトランスフォーメーション） … 将来の成長、競争力強化のため、新たなデジタル技術を活用してビジネスモデルや

サービスなどを柔軟に改変・創出すること。
RPA… 人間が行う作業をソフトウェアにより自動化すること。

＊用語解説

議会がしっかり
します！

２月定例会では、市長から提出された令和3年度の
予算案について、市議会が「市民の税金がどんなこと
に使われるのか、本当に必要なのか」などの観点から、
しっかりと審査しました。今回は、新年度予算をめぐる
市と市議会の動きをわかりやすく紹介します。

さいたま市の新年度予算さいたま市の新年度予算

予算案の「３つの柱」と主な事業予算案の「３つの柱」と主な事業

令和３年度当初予算の規模令和３年度当初予算の規模

「難局を乗り越え、さいたま市の
新時代へ前進するための予算」
として市長から提出された予算
案は、一般会計・全会計予算総
額ともに過去最大の予算規模と
なりました。

企業会計｜病院事業・水道事業・下水道事業会計

特別会計｜国民健康保険事業など16会計

一般会計｜福祉・教育などの基本的な経費
新型コロナ対策や中小企業融資貸付金の
増加などにより491億円の増

22億円の増

14億円の減

● 検査の着実な実施と
医療提供体制の確保

● ワクチン接種体制の整備と
速やかな予防接種の実施

● 河川や排水路改修などの
治水対策の推進

● 災害情報を伝達する手段の多様化
● 学校体育館への空調機設置の推進
  など

● さいたま市誕生
20 周年記念事業

● SDGs*、スマートシティ*の
視点による各分野の施策の実施

● 東京 2020 大会に向けた事業
  など

● 行政手続の
オンライン化、
テレワークの推進

● AI や RPA*など新たな技術を
活用した業務の効率化

● 市内企業の新技術分野に対する
人材育成支援
 など

新型コロナウイルス感染症と
自然災害への対策

さいたま市誕生20周年を契機に
新たな未来を拓く取組

新しい時代に対応した
行政運営とＤＸ*の推進

約12.42
億円

約182.98
億円

約6.16
億円

令和2年度 令和3年度

1兆58億
総額

1,264億

5,627億

3,167億

1兆557億
総額

1,250億

3,189億

6,118億

（単位：円）

昨年９月定例会での決算特別委員会では、
次年度予算編成に向け、審査の過程で指摘
した事業の改善点や要望など１０項目にわた
る提言書を市長に提出しました。市はこの提
言を踏まえて予算を編成し、2月定例会での
予算審査を経て、事業が実施されます。
このようなサイクルを毎年繰り返していくこと
で、市政運営のさらなる向上が図られていき
ます。

新年度予算議案は予算委員会に付託され、９日間にわた
り分野別に詳細な審査を行いました。最終日には、市長出
席のもと、それまでの議論を踏まえた総括的な質疑が行わ
れました。

委員間での討論・採決の結果、すべての議案が可決され、
本会議に送られました。本会議では、予算委員長による審
査結果報告の後、討論・採決が行われ、新年度予算が可
決・成立しました。

新年度予算議案に対し、
本会議で行われた質疑の一部をご紹介します。

新型コロナ感染防止対策として、
新年度予算で特に配慮した点は。

検査体制の拡充や医療機関への支援など、これま
での取組を引き続き進めていきます。今後は、ワクチ
ンの接種を進めることが重要と考えており、円滑な
接種の実施に向けた予算を計上しました。

市議会は常に
市政を　　しています
市議会は常に
市政を　　しています

本会議で予算案を　　！本会議で予算案を　　！

予算委員会でくわしく　　！！予算委員会でくわしく　　！！

市の担当者

A

所得が減少する中、市民生活の負担軽減
のため、どのような検討を行ったのか。

私立幼稚園入園料補助事業の創設や就学援助世
帯へのオンライン学習通信費の支給などを新たに
行うほか、「福祉丸ごと相談センター」の設置など、
市民生活を支える相談体制を強化していきます。

決算特別委員会からの提言は、
新年度予算編成にどう反映されたのか。

主なものとして、駅周辺などから幼稚園へ児童を送迎
する拠点「送迎保育ステーション」の整備や、東日本
連携センターを活用したシティプロモーションイベン
トによる地域経済活性化などに反映しました。

「新しい生活様式」を踏まえ、
市はどのような取組を行っていくのか。

行政手続のオンライン化やスマホ決済の導入、ICTを
活用した学びの改革、使いやすく移動しやすい交通環
境を形成するスマートシティの取組など、様々な分野
で新しい時代に対応した行政運営を行っていきます。
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議員

Q
議員

Q
議員

Q
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市の担当者

A

市の担当者

A

市の担当者

A

まずは

さらに

予算執行予算執行予算執行予算執行
市は、事業計画に基づき、各施策や
イベントなどを実施します。

予算編成予算編成予算編成予算編成
市は、昨年の市議会からの提言を踏
まえ、次年度の予算案を作成します。

予算審査予算審査

決算審査決算審査

今回は
ココを解説！

※女性

監視

提言

市議会は、予算議案を様々な
観点から審査し、議決します。予算委員会予算委員会

市議会は、予算が適正かつ効率的に
使われたか、決算議案を審査します。決算特別委員会決算特別委員会
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

大規模災害や感染症等による被害が発生した際に、議会および議員としての使命を果たすため、議会
基本条例に災害等に関する規定を設ける改正案が提出されました。また、議会会議規則において、本会
議等の欠席事由に育児や介護等を明文化するとともに、産前・産後期間にも配慮した規定を整備した
ほか、請願書への押印を署名または記名押印とする改正案が提出され、ともに可決されました。

議員提出議案第2号　さいたま市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について
委員会提出議案第1号　さいたま市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

議会基本条例を改正し、災害時の議会の役割を明確化

魅力あるさいたま市を将来にわたって創っていくことを期する日として、「さいたま市民の日」を設ける
ための条例議案が市長から提出され、可決されました。また、市民憲章の制定に関して、その意義や重
要性が市民に広く周知され、多様な意見を踏まえて制定されること、その後の普及啓発に取り組むこと
を強く求める決議案が議員から提出され、可決されました。

議案第37号　さいたま市民の日条例の制定について
議員提出議案第4号　さいたま市民憲章の制定に関する決議

５月1日を「さいたま市民の日」に制定

議員から「養育費の支払確保に向けた方策の更なる調査・研究を求める意見書」案が提出され、可決さ
れました。可決された意見書は、国会や関係行政庁に提出されます。

議員提出議案第3号　養育費の支払確保に向けた方策の更なる調査・研究を求める意見書

市議会から国へ意見書を提出

市職員の生活保護費の不正支出について、市長から行政報告がなされ、事件覚知までの経緯や調査の
進捗状況、再発防止策、議会対応等についての質疑が行われました。

生活保護費の不正支出について市長が行政報告

高齢者施設へのPCR検査費用の補助、ワクチン接種を行うための
体制整備、小規模企業者への市独自給付金の支給等、新型コロナ
ウイルス感染症に対応するための経費のほか、道路や下水道、学
校施設の改修工事等、防災・減災対策に要する経費等を含む、令
和2年度補正予算議案が市長から提出されました。さらに、令和3
年度予算についても追加のコロナ対策や経済対策、妊産婦支援等
に要する補正予算議案が提出され、ともに可決されました。

議案第1号　専決処分の報告及び承認を求めることについて
（令和2年度さいたま市一般会計補正予算（第20号））　ほか25議案

新型コロナや防災・減災対策のための補正予算を可決

令和3年2月定例会（2月2日～3月18日／会期45日間）

2月定例会で審議された議案　市長提出議案78件、議員提出議案4件、委員会提出議案1件／合計83件
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、
本
人
確
認
お
よ
び
本
人
の
意

質
問
者

市
本
庁
舎
の
移
転
を
表
明
し
た
今

現
庁
舎
地
の
利
活
用
ど
う
考
え
る

＊
義
務
教
育
学
校
の
創
設

市
が
目
指
す
も
の
は
何
か

民
主
改
革

生
活
保
護
申
請
の
受
付

安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制
を

現
庁
舎
地
の
効
果
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
も

地
域
住
民
の
声
も
聴
き
十
分
な
議
論
を

すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。

＊ 義務教育学校
小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う学校で、9年
間の教育課程において「4-3-2」や「5-4」などの柔軟な学年段階
の区切りを設定することなども可能となっている。
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高
齢
者
に
も
利
用
し
や
す
い
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し
て
、
新
設
校

の
建
設
や
校
舎
の
増
改
築
の
際
に
、

多
目
的
ト
イ
レ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

車
い
す
用
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
設
置
し

て
お
り
、
う
ち
多
目
的
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
際
に

も
設
置
し
て
い
る
。
既
存
の
校
舎
で

ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
な
ど
が
な
い
場

合
は
、
車
い
す
の
使
用
や
歩
行
が
困

難
な
児
童
生
徒
の
入
学
に
合
わ
せ
、

保
護
者
と
相
談
し
設
置
し
て
い
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
場
合
は
、
在

籍
す
る
学
級
の
１
階
へ
の
配
置
や
、

椅
子
式
階
段
昇
降
機
の
設
置
に
よ
り
、

学
校
生
活
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、
学
校
を

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

思
で
申
請
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
、
有
効
な
申
請
と
し
て
受
け
付
け

て
い
る
。
扶
養
親
族
へ
の
照
会
な
ど

が
申
請
を
た
め
ら
う
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
必
ず
す
べ
て
の
親
族
に
調
査
を

行
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の

関
係
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判

断
し
て
い
る
。
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
な
く
申
請
で
き

る
よ
う
、
制
度
内
容
を
正
し
く
伝
え
、

国
民
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を
周
知
徹

底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
相
談
者
が
安
心
し
て
相
談
・

申
請
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も

に
、
職
員
に
は
研
修
を
通
し
て
適
切

な
対
応
と
意
識
付
け
を
図
っ
て
い
る
。

在
宅
で
療
養
し
て
い
る
若

年
が
ん
患
者
を
支
援
す
る

た
め
、
助
成
制
度
の
創
設
が
必
要
と

考
え
る
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
検
討
し
て
き
た
の
か
、

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

若
年
が
ん
患
者
が
在
宅
生

活
を
送
り
た
く
て
も
、
収

入
が
不
安
定
な
こ
と
や
、
こ
の
年
代

が
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
対
象
と
は

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
経
済
的
な
負

担
が
大
き
く
な
る
。
こ
う
し
た
負
担

を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

20
歳
以
上
40
歳
未
満
を
対
象
と
し
た

支
援
制
度
の
創
設
に
至
っ
た
。
創
設

に
当
た
り
、
先
行
自
治
体
の
事
例
を

研
究
す
る
と
と
も
に
、
市
が
ん
対
策

推
進
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
制

度
の
内
容
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
対
象
者
は
末
期
が
ん
の
患
者

で
在
宅
生
活
の
支
援
お
よ
び
介
護
が

必
要
な
方
と
し
、
訪
問
介
護
・
福
祉

用
具
の
貸
与
・
主
治
医
の
意
見
書
作

成
料
な
ど
へ
の
助
成
を
、
令
和
３
年

度
か
ら
実
施
す
る
。
引
き
続
き
、
が

ん
患
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

国
が
令
和
２
年
に
初
め
て

行
っ
た
全
国
の
公
立
小
・

中
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
状
況
調

査
を
踏
ま
え
、
避
難
所
や
投
票
所
に

も
な
る
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

早
急
に
進
め
る
べ
き
。
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒

の
み
な
ら
ず
障
が
い
者
や

利
用
す
る
方
に
配
慮
し
施
設
整
備
を

図
っ
て
い
く
。

性
暴
力
や
望
ま
な
い
妊
娠

を
防
ぐ
た
め
、
科
学
的
で

あ
る
こ
と
、人
権
意
識
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が

特
徴
で
あ
る「
包
括
的
性
教
育
」を
学

校
教
育
の
場
に
も
採
り
入
れ
、
自
分

を
守
る
こ
と
を
徹
底
す
べ
き
で
は
。

包
括
的
性
教
育
に
つ
い
て

国
連
が
示
し
た「
国
際
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

は
、
学
校
に
お
け
る
性
に
関
す
る
指

導
を
進
め
る
う
え
で
も
参
考
と
な
る

内
容
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン

ス
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
や

教
職
員
の
研
修
に
利
用
す
る
こ
と
は
、

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
実
態
に

応
じ
て
外
部
講
師
を
活
用
し
た
思
春

期
保
健
教
室
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
学
校
も
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
取
組

み
が
広
が
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
も

協
力
し
て
い
く
。
性
に
関
す
る
教
育

は
生
き
方
教
育
そ
の
も
の
で
あ
る
と

い
う
視
点
に
立
っ
た
教
育
を
、
こ
れ

か
ら
も
進
め
て
い
く
。

若
年
が
ん
患
者
へ
の
支
援

在
宅
で
も
助
成
で
き
る
制
度
を

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
に

包
括
的
性
教
育
を
導
入
し

正
し
い
知
識
と
判
断
力
を

災
害
時
な
ど
様
々
な
場
面
で
利
用
さ
れ
る
学
校
施
設

よ
り
一
層
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
求
め
ら
れ
る
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議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

多
く
の
市
民
が
協
力
で
き
、

本
市
が
す
ぐ
に
で
も
で
き

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て「
緊
急
宝
く
じ
」を
発
売
し
、

そ
の
売
上
げ
を
医
療
関
係
者
や
新
型

コ
ロ
ナ
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
人

た
ち
を
応
援
す
る
た
め
の
財
源
に
充

て
て
は
ど
う
か
。

宝
く
じ
は
、
地
方
財
政
法

お
よ
び
関
係
省
令
に
具
体

的
な
使
途
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
感

染
症
対
策
の
財
源
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
発
行
は
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
感
染
症

対
策
と
し
て
医
療
提
供
体
制
の
整
備

や
雇
用
維
持
、
事
業
継
続
の
支
援
な

ど
を
進
め
て
い
る
が
、
市
民
・
企
業
・

団
体
か
ら
は
寄
附
を
通
じ
て
財
源
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
声
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
省
令
の
改
正

に
は
国
へ
の
要
望
が
必
要
で
あ
り
、

宝
く
じ
を
共
同
発
売
し
て
い
る
都
道

府
県
や
他
政
令
指
定
都
市
と
の
協
議

が
必
須
な
こ
と
か
ら
、
同
団
体
で
組

「
緊
急
宝
く
じ
」を
発
売
し

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
財
源
に

織
す
る
全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議

会
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

市
長
は
移
転
場
所
を「
さ

い
た
ま
新
都
心
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
ほ
か
街
区
」と
表
明
し
た
が
、

財
政
面
や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
の
整
合
性
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課

題
も
多
い
。
市
民
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
検
討
を
重
ね
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
今
後
の
整
備
方
針
は
。

本
庁
舎
の
移
転
に
よ
り
、

新
た
な
賑
わ
い
や
都
市
活

動
の
拠
点
の
形
成
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
整
備
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く

市
本
庁
舎
の
移
転

今
後
の
整
備
の
進
め
方
は

「
ご
み
屋
敷
」問
題

人
的
支
援
も
含
め
た
解
決
策
を

り
方
針
で
あ
る「
さ
い
た
ま
新
都
心
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
」の
見
直
し
に
着
手
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
本
庁
舎
整
備
を
踏

ま
え
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

整
備
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
現
庁
舎

地
の
利
活
用
策
の
検
討
と
併
せ
、
令

和
３
年
度
に
基
本
構
想
の
策
定
な
ど

に
取
り
掛
か
り
た
い
。
そ
の
際
に
は
、

課
題
の
検
討
と
と
も
に
、
本
市
が
未

来
に
向
か
っ
て
飛
躍
し
て
い
く
た
め

の
発
展
の
礎
と
な
り
、
市
民
が
誇
り

に
思
え
る
よ
う
な
本
庁
舎
整
備
の
在

り
方
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

家
屋
内
や
庭
な
ど
に
山
積

み
さ
れ
た
ご
み
の
対
応
は
、

窓
口
と
な
っ
て
い
る
区
役
所
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
る
。
根

本
的
な
解
決
に
は
、
福
祉
的
な
観
点

か
ら
の
人
的
支
援
を
図
る
た
め
、
条

例
化
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要

で
は
な
い
か
。

い
わ
ゆ
る「
ご
み
屋
敷
」状

態
と
な
る
理
由
に
は
、
多

種
多
様
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
福
祉

的
な
視
点
か
ら
は
障
が
い
、
高
齢
、

地
域
か
ら
の
孤
立
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
問
題
は
、
制
度
の
紹
介
や

ご
み
の
片
付
け
に
よ
り
解
決
す
る
も

の
で
は
な
く
、
住
人
の
抱
え
る
多
様

な
課
題
に
応
じ
て
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

庁
内
の
様
々
な
部
署
や
外
部
機
関
な

ど
が
相
互
に
連
携
・
協
力
す
る
と
と

も
に
、
福
祉
的
な
側
面
で
も
引
き
続

き
本
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。
な
お
、
条

例
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
他
自
治

体
の
条
例
の
効
果
や
成
果
を
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

市
民
意
識
調
査
に
よ
っ
て

各
区
の「
住
み
や
す
さ
」に

明
確
な「
差
」が
出
て
い
る
。
各
区
の

要
望
や
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
地

域
の
実
情
に
沿
っ
た
、
よ
り
一
層
効

果
的
か
つ
細
や
か
な
施
策
を
講
じ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
２
年
度
の
市
民
意
識

調
査
で
は
、「
住
み
や
す

い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す

い
」と
の
回
答
が
86
・
３
％
と
過
去
最

高
を
記
録
し
た
が
、
区
ご
と
の
結
果

差
が
あ
る
各
区
の
住
み
や
す
さ

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
施
策
を

さ
い
た
ま
自
民
党

長
年
議
論
さ
れ
て
き
た
本
庁
舎
の
整
備

市
長
は
移
転
先
を
新
都
心
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
表
明
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化
対
策
実
行
計
画
」で
は
、
２
０
５
０

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ

ロ
を
将
来
目
標
と
し
て
位
置
付
け
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
２
０
３
０
年
度

ま
で
の
目
標
と
取
組
み
を
明
ら
か
に

し
た
。
今
後
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
最
大
限
導
入
す
る
た
め
、
太

陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
な
ど
の
普

及
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
ご
み
発

電
や
卒
＊
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
電
力
を
有
効
活
用

す
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」な

ど
、
新
た
な
施
策
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
経
済
回
復
と

温
暖
化
対
策
を
両
立
す
る「
グ
リ
ー
ン

リ
カ
バ
リ
ー
」を
意
識
し
た
施
策
を
推

進
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

要
だ
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効

率
的
・
効
果
的
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
た
め
、
特
に
街
路
樹
の
成
長

に
よ
り
歩
道
の
幅
員
が
十
分
確
保
さ

れ
て
い
な
い
路
線
な
ど
に
つ
い
て
、

優
先
的
に
現
況
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
令

和
３
年
度
は
、
安
全
な
道
路
空
間
の

確
保
や
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
す

る
た
め
の
基
本
方
針
の
策
定
に
取
り

組
み
、
そ
の
後
、
樹
種
の
変
更
や
更

新
・
撤
去
な
ど
を
踏
ま
え
た
維
持
管

理
計
画
の
策
定
を
路
線
ご
と
に
進
め

て
い
く
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
令

さ
れ
、
国
の
支
援
の
対
象

外
で
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
事
業
者

も
多
く
、
市
と
し
て
支
援
や
事
業
再

構
築
の
後
押
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

持
続
化
補
助
金
な
ど
新
た
な
支
援
策

も
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、
現
在
、
国
の

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例

で
は
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
新
た
な

総
合
振
興
計
画
の
策
定
過
程
で
は
、

区
の
課
題
や
将
来
へ
の
期
待
な
ど
に

関
し
て
区
民
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
う
え
で
、
区
民
と
行
政

が
と
も
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
の
目
標
と
し
て「
区
の

将
来
像
」、
区
の
特
性
を
踏
ま
え
た
取

組
み
と
し
て「
ま
ち
づ
く
り
の
ポ
イ

ン
ト
」を
定
め
た
。
差
の
生
じ
た
桜
区

な
ど
は
、
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用

や
交
通
利
便
性
な
ど
が
大
き
な
要
因

と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
も
区
の
特

性
を
踏
ま
え
た
取
組
み
を
着
実
に
実

施
し
、
区
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

幹
線
道
路
な
ど
の
街
路
樹

の
管
理
に
は
、
現
況
調
査

に
よ
る
市
内
全
体
の
課
題
箇
所
の
把

握
が
必
要
で
あ
る
。
併
せ
て
、
持
続

可
能
で
安
心
・
安
全
な
道
路
空
間
の

創
出
と
景
観
保
持
の
た
め
、
早
急
に

中
長
期
の
管
理
計
画
を
策
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

街
路
樹
の
適
切
な
配
置
や

道
路
空
間
と
の
調
和
は
重

街
路
樹
や
歩
道
の
維
持
管
理

課
題
解
決
の
た
め
の
計
画
を

＊ FIT
再生可能エネルギーで発電した電力を、電力会社が固定価格
で一定期間買い取ることを国が約束する制度。「卒FIT」は、
FITによる買取期間が満了した電力のこと。

措
置
延
長
に
伴
う
申
請
費
用
補
助
金

の
申
請
期
間
の
延
長
や
、
緊
急
特
別

資
金
融
資
の
利
率
引
下
げ
な
ど
必
要

な
経
済
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
国

の
第
３
次
補
正
予
算
に
は
、
中
小
企

業
な
ど
に
対
す
る
事
業
継
続
支
援
や

事
業
再
構
築
支
援
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
ま
た
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
国
の
制
度
の
活
用
を
含
め
、
市

内
の
経
済
状
況
な
ど
を
注
視
し
な
が

ら
、
本
市
と
し
て
必
要
な
経
済
対
策

も
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
は
、

電
力
の
地
産
地
消
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
を
さ

ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
２
０
５

０
年
の
目
標
達
成
に
向
け
、
本
市
の

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
改
訂
の

方
向
性
と
、
今
後
の
展
開
は
。

本
市
は
、
令
和
２
年
７
月
、

国
に
先
駆
け
て
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ

ロ
の
＊「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
目

指
す
こ
と
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
令

和
３
年
４
月
施
行
の「
次
期
地
球
温
暖

小
学
生
対
象
の
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）教
室

脱
炭
素
社
会
実
現
に
は
環
境
問
題
へ
の
理
解
が
大
切

公
明
党

経
営
が
悪
化
す
る
事
業
者
へ

市
と
し
て
新
た
な
支
援
策
を

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け

本
市
が
目
指
す
も
の
は

＊ ゼロカーボンシティ
2050年までに温室効果ガスまたは二酸化炭素排出実質ゼロを
目指すことを表明した自治体。
→くわしくは裏表紙「ロクマルキーワード」をご覧ください。
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学
校
施
設
の
防
災
機
能
強

化
と
し
て
、
国
の「
５
か

年
加
速
化
対
策
」と
連
動
し
、
特
別
教

室
や
体
育
館
へ
の
空
調
設
置
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

今
後
５
年
間
で
一
気
に
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

避
難
所
と
な
る
小
・
中
学

校
の
防
災
機
能
強
化
は
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
特
別

教
室
へ
の
空
調
設
置
は
令
和
元
年
度

に
全
中
学
校
で
完
了
し
て
お
り
、
体

育
館
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
度
か
ら

全
中
学
校
へ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

な
お
、
小
学
校
体
育
館
お
よ
び
特
別

教
室
へ
の
空
調
整
備
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
た
め
、
普
通
教
室
の
老

朽
化
し
た
空
調
機
の
更
新
に
併
せ
、

計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
ト
イ

レ
の
洋
式
化
率
は
、
令
和
２
年
度
末

で
約
71
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

今
後
も
早
期
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
学

校
施
設
の
改
築
・
改
修
な
ど
の
際
に

着
実
に
実
施
し
て
い
く
。
い
ず
れ
も

国
庫
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
防
災
機

能
強
化
に
努
め
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
推
進

や
区
役
所
窓
口
で
の
申
請

手
続
き
の
負
担
軽
減
、
住
民
票
発
行

手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

導
入
な
ど
、
行
政
窓
口
に
お
け
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
、
本
市

の
取
組
方
針
を
伺
う
。

窓
口
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い
て
は
、
申
請

可
能
な
手
続
き
を
160
件
以
上
に
増
や

し
、
令
和
３
年
度
は
さ
ら
に
約
200
件

の
追
加
を
予
定
し
て
い
る
。
特
に
税

証
明
な
ど
で
の
申
請
か
ら
手
数
料
納

付
ま
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
令
和
３

年
６
月
か
ら
の
利
用
開
始
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
令
和
２
年

度
中
に
約
２
、６
０
０
件
の
手
続
き
で

押
印
を
廃
止
す
る
。
ま
た
、
区
役
所

窓
口
で
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
住

所
変
更
の
際
に
、
他
の
申
請
書
に
氏

名
や
住
所
な
ど
を
複
写
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
。
住
民
票
や
税
証
明

発
行
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
大

宮
区
役
所
区
民
課
お
よ
び
北
部
市
税

事
務
所
市
税
の
総
合
窓
口
で
試
行
導

入
を
予
定
し
て
い
る
。

感
染
者
の
急
増
に
よ
り
、

自
宅
療
養
者
が
急
増
し
て

い
る
。
確
保
し
た
ベ
ッ
ド
数
や
宿
泊

療
養
者
数
な
ど
、
直
近
の
状
況
は
。

ま
た
、
自
宅
療
養
者
に
対
し
、
幅
広

い
医
療
的
ケ
ア
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

現
在
の
さ
い
た
ま
医
療
圏

に
お
け
る
確
保
病
床
数
は

重
症
お
よ
び
軽
症
・
中
等
症
合
計
で

261
床
、
市
内
の
宿
泊
療
養
施
設
は
171

室
を
確
保
し
て
い
る
。
２
月
１
日
時

点
で
は
、
入
院
者
数
146
人
、
宿
泊
療
養

者
数
95
人
、
自
宅
療
養
者
数
904
人
で

あ
り
、
入
院
調
整
中
の
療
養
者
は
い

な
い
。
ま
た
、
自
宅
療
養
者
に
対
し

て
は
、
食
料
の
支
援
や
医
師
・
保
健

師
な
ど
に
よ
る
健
康
観
察
に
お
い
て
、

発
熱
や
咳
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
特
有
の
症
状
の
有
無
、
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
で
測
定
し
た

血
中
酸
素
飽
和
度
の
値
を
確
認
す
る

な
ど
、
速
や
か
に
病
状
の
変
化
を
把

握
し
、
必
要
な
受
診
や
入
院
調
整
が

で
き
る
体
制
と
し
て
い
る
。
今
後
も

幅
広
い
ケ
ア
を
提
供
す
る
現
在
の
体

制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
安

全
な
社
会
的
距
離
を
と
っ

て
学
童
保
育
を
運
営
す
る
に
は
、
施

設
の
増
設
し
か
な
い
。
増
設
を
民
間

任
せ
に
せ
ず
、
国
の
助
成
金
を
活
用

し
、
市
の
責
任
で
早
急
に
増
設
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
施

設
の
増
設
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
と

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

コ
ロ
ナ
禍
の
学
童
運
営
に
は

施
設
の
増
設
が
不
可
欠

日
本
共
産
党

多
く
の
児
童
が
利
用
す
る
学
童
保
育

コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る

学
校
施
設
の
防
災
機
能
強
化

早
期
の
整
備
を
進
め
る
べ
き

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

新
型
コ
ロ
ナ
の
医
療
体
制
と

自
宅
療
養
者
へ
の
ケ
ア
の
状
況
は
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考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
的

な
感
染
対
策
で
あ
る
手
洗
い
や
マ
ス

ク
の
着
用
、
換
気
が
有
効
で
あ
る
こ

と
も
分
か
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

ク
ラ
ブ
内
の
机
の
配
置
変
更
や
学
校

施
設
の
活
用
な
ど
に
よ
り
３
密
が
回

避
で
き
て
い
る
と
い
う
事
例
も
あ
る
。

ク
ラ
ブ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
主
に

民
間
の
賃
貸
物
件
を
小
規
模
な
改
修

で
活
用
す
る
方
法
で
進
め
て
い
る
た

め
、
そ
れ
に
必
要
な
経
費
を
想
定
し

補
助
額
を
設
定
し
て
い
る
。
令
和
２

年
度
に
は
補
助
限
度
額
を
150
万
円
に

拡
大
し
た
ほ
か
、
余
裕
教
室
な
ど
の

学
校
施
設
の
活
用
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

本
市
は
市
民
一
人
当
た
り

の
公
共
施
設
の
面
積
が
政

令
指
定
都
市
の
中
で
最
も
小
さ
い
。

住
民
の
願
い
を
無
視
す
る
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
は
撤
回
し
、
大

型
複
合
化
施
設
で
は
な
く
、
市
民
に

身
近
な
施
設
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
は
、
次
の
世
代
に
胸

を
張
っ
て
引
き
継
げ
る
公
共
施
設
の

整
備
や
管
理
運
営
の
在
り
方
を
示
す

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、
安
心
・

安
全
に
施
設
を
利
用
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
計
画
的
な
予
防
保
全
や
複
合

化
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
推
進
し
て

い
く
。
施
設
の
複
合
化
に
つ
い
て
は
、

共
用
部
の
管
理
運
営
コ
ス
ト
の
縮
減

や
、
多
機
能
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や

利
便
性
の
向
上
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

施
設
の
特
性
や
地
域
で
の
配
置
状
況

に
よ
り
複
合
化
に
な
じ
ま
な
い
場
合

に
つ
い
て
も
、
必
要
性
を
十
分
考
慮

し
た
う
え
で
、
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め

つ
つ
整
備
し
て
い
く
。

市
本
庁
舎
の
移
転
場
所
に

つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ

て
様
々
な
想
い
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

想
い
が
一
つ
に
な
る
前
に
大
き
な
決

断
を
し
た
こ
と
は
、
内
心
の
分
断
の

一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
本
庁
舎
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
浦
和
・
大
宮
・
与

野
の
旧
３
市
の
合
併
協
定
書
に
も
掲

げ
ら
れ
、
本
市
誕
生
以
来
の
重
要
な

課
題
と
し
て
向
き
合
っ
て
き
た
。
合

併
協
定
書
や
本
庁
舎
整
備
審
議
会
か

ら
の
答
申
を
尊
重
し
、
本
市
の
未
来

を
見
据
え
て
今
後
の
様
々
な
危
機
を

乗
り
越
え
る
た
め
、
全
市
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
た

結
果
、
今
般
、
本
庁
舎
整
備
や
現
庁
舎

地
の
利
活
用
の
方
針
を
示
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ふ

る
さ
と
へ
の
想
い
、
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
も
さ
ら
に
議
論
を
深
め
、
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

武
蔵
浦
和
の
義
務
教
育
学

校
設
置
の
概
要
は
。
市
に

は
各
学
校
区
の
風
土
と
成
立
ち
を
理

解
し
た
う
え
で
、
地
域
の
声
を
聴
き

な
が
ら
各
学
校
の
伝
統
を
義
務
教
育

学
校
に
お
い
て
も
引
き
継
い
で
ほ
し

い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

武
蔵
浦
和
駅
周
辺
地
区
の

義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

は
、
浦
和
大
里
小
学
校
、
沼
影
小
学
校
、

内
谷
中
学
校
の
３
校
を
一
つ
に
再
編

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
浦
和

大
里
小
、
内
谷
中
は
既
存
校
舎
を
活

用
し
て
義
務
１
年
生
か
ら
４
年
生
の

校
舎
に
、
沼
影
小
は
沼
影
公
園
の
土

地
を
一
体
活
用
し
て
義
務
５
年
生
か

ら
９
年
生
の
校
舎
を
新
た
に
設
置
し
、

３
校
舎
で
一
つ
の
学
園
と
す
る
構
想

で
あ
る
。
新
た
な
学
区
や
学
校
行
事

の
在
り
方
な
ど
は
、
地
域
の
実
情
を

考
慮
し
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
声

を
聴
き
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
沼
影
小
の
跡
地
の
一
部
に
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
新
設
を
考
え
て
お

り
、
沼
影
市
民
プ
ー
ル
利
用
者
へ
の

説
明
や
選
手
育
成
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
議
論
を
進
め
た
い
。

各
学
校
の
歴
史
や
伝
統
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に

再
編
に
よ
る
学
校
規
模
の
不
均
衡
の
解
消
に
期
待

市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

身
近
な
公
共
施
設
の
整
備
を

自
民
党
市
議
団

市
本
庁
舎
の
移
転
場
所

な
ぜ
今
、
決
断
し
た
の
か

武
蔵
浦
和
の
義
務
教
育
学
校

地
域
の
歴
史
を
継
承
し
た
も
の
に
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　会派の構成が変わりました
議員の所属会派の変更などに伴い、会派の構成
が下記のとおりとなりました。

　議会中継（録画配信）をご覧ください
今号から、「質問ダイジェス
ト」の冒頭（５ページ）に議
会中継へリンクする二次元
コードを掲載しています。
録画配信は、日程や議員名
などからも検索できますの
で、ぜひご利用ください。

会派名 所属議員数 

合計60人

令和３年1月27日現在 

民主改革さいたま市議団 17人
さいたま市議会自由民主党議員団 16人
公明党さいたま市議会議員団 11人
日本共産党さいたま市議会議員団 7人
自由民主党さいたま市議会議員団 6人
無所属（会派に所属していない議員） 3人

５つの常任委員会では、議案や請願の審査をはじめ、市民
生活に深くかかわる様々な課題について、それぞれテーマ
を設定し、調査・研究を行っています。コロナ禍での活動
となりましたが、令和2年度の取組状況をご紹介します。

コロナ時代の総合防災対策の拡充に向けて
総合政策委員会

新型コロナウイルス感染拡大や台風被害などを機に、本市の
危機管理防災体制も自然災害と感染症の「複合災害」への
対応が急務となりました。委員会では、避難所運営マニュア
ル改訂などの報告を受け、感染症対策物資や装備品などの
配備状況を、現物を手に取りながら確認しました。

常任委員会活動リポート

スポーツビジネスの可能性に着目
「サッカーのまち」としての本市のポテンシャルを生かし、将
来的に「スポーツのまち」として発展させていくことを狙い
に、スポーツビジネスに着目しました。委員会では、さいたま
スポーツコミッションの池田会長と、スポーツを通じたまち
づくりなどについて意見交換も行いました。

健康長寿で住み続けたいまちづくり
高齢者が健康で生きがいを持って住み慣れたまちに暮らし続
け、孤立せず社会参加できるよう、本市ではセカンドライフ
支援やフレイル（加齢による心身の活力低下）予防が進めら
れています。委員会では、コロナ禍における各事業の推進状
況について、調査・研究を行いました。

リサイクル推進の総合的な取組みを研究
現在、プラスチックごみの削減やリサイクル促進のため、環
境省から新たな法案が提出されるなど、ごみの削減・資源
化に向けた機運が高まっています。委員会では、「総合リサイ
クル」をテーマに、3Rの推進や食品ロス削減など、市の取組
状況や今後の見通しなどについて、調査を行いました。

災害による被害を減らすために
近年の気候変動により、本市でも水害などが増えることが予
想されています。委員会では、首都圏外郭放水路（春日部市）
や、市内の東宮下調節池や皇山川排水機場を視察しました。
市民の安心・安全のためにも、調節池や雨水貯留施設など
のさらなる整備が必要であると再認識しました。

市民生活委員会

まちづくり委員会保健福祉委員会

文教委員会

▲スポーツビジネスについて意見交換
　（文教委員会・2月）

首都圏外郭放水路の視察

▲

（まちづくり委員会・11月）　
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気候変動による自然災害が深刻化
近年、猛暑や豪雨災害など、気候変動による自然災害が世
界中で深刻な問題となっています。2015年に採択された
パリ協定では、「産業革命前からの平均気温の上昇幅を
2℃未満とし、1.5℃に抑えるよう努力する」という長期目標
が国際的に共有されました。この目標を達成するには、
2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする*
ことが必要といわれており、参加するすべての主要国が削
減目標を掲げ、気候変動対策に取り組むこととなりました。

脱炭素社会の実現に向けて
日本では、2050年までに温室効果ガスまたは二酸化炭素
排出実質ゼロを目指すことを表明した自治体を、「ゼロ
カーボンシティ」として広く発信しています。本市も昨年7月
に表明しており、市の基本計画では、脱炭素社会に向けた
持続可能な都市を実現するために、市民・事業者・行政の
連携のもと、再生可能エネルギーの利用拡大や省エネの推
進、次世代自動車の普及促進など、様々な取組みを進める
こととしています。

この議会広報紙は622,000部作成し、１部当たりの作成経費は9円です（企画編集の経費を含みます）。

２月定例会では、市長から令和３年度の当初予算に関する議
案が提出され、予算委員会を中心に集中的に審査を行いまし
た。当初予算は、さいたま市の一年の計画を示したものともい
えます。各議員が事前に多くのデータや関係法令を調べるな
ど、入念な準備をして委員会に臨むことで、効果的・効率的な
審査となるよう努めました。予算審査の仕組みや内容につい
ては、トピックスやクローズアップのコーナーで紹介していま
すので、ぜひご覧ください。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

渋谷佳孝 高柳俊哉

出雲圭子 冨田かおり 石関洋臣
服部　剛 小川寿士 新藤信夫
谷中信人 神田義行 萩原章弘

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。検索さいたま市議会

ロクマル　キーワード

Keyword 2月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

会期日程は、決まり次第ホーム
ページに掲載します。くわしくは
議事課（Tel.829-1753）までお
問い合わせください。

＊温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と、森林などの吸収源による除去量との間の均衡を達成すること。「カーボンニュートラル」ともいわれる。

『ゼロカーボンシティ』

毎定例会後、広報番組「ようこそさいたま市議会へ」をテレビ埼玉で放送し
ています。くわしい放送日時は秘書総務課（Tel.829-1748）までお問い合わ
せください。過去に放送した番組も市議会ホームページで配信しています。

テレビ番組

本会議・委員会の傍聴 インターネット中継
会議の模様をライブ配信

（生中継）・録画配信して
います。ホームページから
アクセスしてください。

※現在、区役所ロビーでの
放映は行っておりません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※感染症予防のため、傍聴
はできる限りお控えください

（本会議はインターネット議
会中継でご覧になれます）。

今号の表紙は

北区
● 風車と菜の花　● 盆栽　
● りす

北区民まつりなど多くのイベントが開かれる市民の
森。「りすの家」ではかわいい姿を間近で観察できま
す。春になると、市民の森からは北区の花「菜の花」
越しに見晴公園の桜とシンボルの風車を見ることが
でき、市民の憩いの場として親しまれています。

みはらし

6月定例会
次は
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